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令和８年度 第１回 大野市水循環推進協議会 議事要旨

と き 令和８年６月２２日（月）

午後１時３０分～３時１０分

ところ 結とぴあ３０２号室

１．開会

２．会長あいさつ

会長 ： 先般、北陸地方も梅雨入りとなった。今年は例年に比べてやや遅れている状況

である。こうした変化の背景には気候変動があり、水循環にも密接に関わる重

要な要素となっている。加えて、水循環に関しては社会的・国際的なレベルで

も様々な状況変化が見られる。こうした動向も踏まえながら、本協議会として

も議論を進めたいと考えている。

本日も、皆様それぞれの立場やご見識を踏まえ、審議を進めていただきたい。

また、オブザーバーの先生方におかれても、忌憚のないご意見を賜りたい。

３．協議会の趣旨説明

【事務局から資料１により説明、質疑応答なし】

４．議 事

（１）大野市水循環基本計画の令和７年度実施状況について

１）定量的な指標の達成状況

２）施策の進捗状況

３）各団体の取組み：大野市

【事務局から資料２、資料３、資料４により説明後、質疑応答】

委員 ： 資料２の定量的な指標のNo10「本願清水におけるイトヨの営巣数」につい
て、営巣数が何のバロメーターとなっているのか。また、数値の増減の要因に

ついて説明願いたい。

事務局 ： 計画改訂前は本願清水イトヨの里の入館者数を指標としていたが、計画改訂

にあたり、イトヨの里が天然記念物であるイトヨ生息地を保全することを目的

とした施設であることから、定量的指標をイトヨの生息状況の目安となる営巣

数に変更した。

会長 ： 施設の入館者数ではなく、本来の目的であるイトヨの保全に資する指標とし

て営巣数を設定した。

営巣数の増減については自然変動の一環と捉えている。生息面積も重要な要

素であり、必ずしも数が多ければよいというわけではないが、本願清水イトヨ

の里においては、100以上の営巣数があれば健全な生息状態が維持されている
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と考え、目標値を 100以上としている。
委員 ： 増減幅が大きいように感じるが、その理由は何か。

会長 ： イトヨの里に限らず、他地域では±300~400％程度の変動が見られることが
あり、これが自然な変動幅である。イトヨの里における変動幅は、それと比較

すると小さい範囲であると理解していただきたい。

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ ： デジタル水位計の設置について、これまで毎日市民の手による地下水位の計

測が大野市の特色であったと認識している。デジタル水位計を設置した経緯や

意図について説明願いたい。

事務局 ： 観測を行っている市民の高齢化が進んでおり、観測を継続することが困難な

箇所が見られるようになってきている。また、手計では観測時刻が一定してい

ないが、デジタル水位計を導入することで、一定の時刻における地下水位デー

タを即時に取得することが可能となる。

一方、市民の手で観測を行うことの意義は重要であると認識しており、デジ

タル水位計を設置した箇所についても、地下水位表示板の数値更新作業はその

まま市民に担っていただくなど、完全に市民の手から離れてしまわないように

配慮している。

委員 ： 自身の水田においても水田湛水に協力している。代かきを行った際、石が多

く、水を張ってもすぐに抜けていく状況があり、市街地の地下水涵養に貢献し

ていることを実感した。加えて、無農薬の自然栽培を行っており、質のいい水

が涵養されていると思う。

副会長 ： 面的な流域治水の取組が行われているのであれば、その内容について紹介し

ていただきたい。また、協力体制を築く上で市民への情報提供も必要ではない

かと感じた。

事務局 ： 流域治水の取組としては、圃場整備を進める中で田んぼダムの考え方を取り

入れ面的に協力いただいている。また、大規模な取組としては、赤根川の改修

が進展している。情報提供については、適切な時期に実施ができるよう留意し

ていきたい。

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ ： 新堀川の改修工事について、護岸改修を実施しているが、流下能力の向上を

目的としたものと理解してよいか。また、自然護岸であれば地下水の浸透効果

も期待できると思うが、治水面において採用しなかった理由は何か。

事務局 ： 新堀川では、これまでたびたび洪水が発生し、床下浸水や床上浸水が生じて

いる状況であった。今回の改修工事は、流速の向上および河川断面の拡大によ

る流下能力の向上を図ることを目的としている。また、新堀川は地下への浸透

よりも湧出（流出）が多い箇所であり、底打ちコンクリートに一定の間隔で開
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孔を設ける施工をしている。

なお、効果の検証については、昨年度は大雨が発生しなかったためできてい

ないが、今後の降雨時に検証を行いたいと考えている。

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ ： 水田湛水実施状況の紹介のところで用いている図では、水田湛水が地下水の

流線が示されていない箇所で実施しているように見えるため、表現に注意した

ほうがよい。また、水循環基本計画では、治水、利水、環境保全を三位一体で

進める流域総合水管理の考え方が示されていることから、水田湛水のような取

組やその他関係機関の取組を同一の地図上で一元化して整理・表現することが

必要かと考える。

会長 ： 水田湛水に関する図の表現については、より注意して丁寧に示す必要がある

と考える。また、大野市の取組は市レベルとしては先進的であり、大きなポテ

ンシャルを有している。今回の指摘を踏まえ、今後の対応について検討してい

ただきたい。

委員 ： デジタル水位計の測定間隔について、どの程度の頻度で観測しているのか

事務局 ： デジタル水位計については、１時間に１回の頻度で数値を計測している。

委員 ： 新堀川改修工事における底打ちコンクリートについて、以前、環境配慮およ

び地下水位上昇時の浮力による浮き上がりを考慮し、川底の開口部を広げて設

置すべきではないかと質問したが、実際にはどのような施工となっているのか。

事務局 ： 約２年前の当協議会においてご質問いただいたものと認識している。施工に

あたっては、当時説明したとおりの数・規模の水抜き孔を設置している（１箇

所/４㎡）。新堀川については湧出の多い箇所であることから、浸透対策という
よりも浮力対策としての目的が大きい。また、変更点としては、義景公園の湧

水への配慮から、同公園より下流については河床から数十センチ下げているが、

上流については現況の河床を維持した施工としている。

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ ： 昨日、イトヨの里を訪問するとともに、市民の手で行われている地下水位表

示板を見て感銘を受けた。

委員の発言を含めて気になった点として、冬季の地下水位低下時に水田湛水

が実施されている一方、夏季には地下水位が高い状況であることを資料から確

認したが、利水と治水のバランスの観点からは、降雨を可能な限り浸透させて

貯留することが望ましいと考える。一方で、地下水位が過度に上昇すると様々

な支障が生じる地域もあるが、大野市における状況はどうか。

事務局 ： 国および県の協力のもと、真名川上流域においてワンドの整備や河床掘削等

の取組が行われた。それらの効果もあってか、年間を通じた地下水位は全体と

してやや上昇傾向にあるが、市民生活において地下水位の上昇による支障が生

じているとの報告は現時点では確認されていない。ただし、一方で、イトヨの
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里においては、平成 13年当時の地下水位を前提としてウッドデッキが整備さ
れているが、近年の地下水位の上昇（湧水量の増加）によりデッキが水没する

事例が生じている。

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ ： 地下水位を単純に上昇させるのではなく、過度な低下による支障を防ぐこと

が主な方針であることを理解した。

事務局 ： 資料にあるとおり、地下水位は、夏季は比較的高く、水田への取水を停止す

る時期に急激に低下する傾向がある。これを抑制するために水田湛水を実施し

ている。水田湛水の効果については、実施区域の下流側に位置する井戸では水

位上昇が確認されているが、市街地における影響については十分に解明されて

いない。このため、今後も水位計測により降雨や水田湛水が地下水位に与える

影響を継続的に把握していきたいと考えている。

３）各団体の取組み：福井県奥越土木事務所

【福井県奥越土木事務所から資料５により説明後、質疑応答】

副会長 ： これまで真名川の弾力的管理において、九頭竜川ダム統合管理事務所と連携

して取り組んできた。具体的には、樹林化している箇所の伐採や河岸攪乱を行

い、地下水涵養につなげる取組を進めてきたと認識している。過去には、大規

模な伐採により河原が拡大した状況があったが、最近の状況について伺いたい。

また、真名川ダムの放流との連携がどのように行われているのかについても

教えてほしい。

委員 ： 過去に伐採を実施した箇所については、大木は少なくなっているが、一方で、

攪乱のみを実施した箇所では樹林化が再び進んでいる状況である。今年度以降

は、樹林化が進んでいる箇所を中心に、伐木・掘削・攪乱を実施していきたい

と考えている。

副会長 ： 環境面、地下水涵養の観点、治水における流下能力の確保といった複数の視

点が存在することから、本協議会のように関係者が一堂に会する場において、

情報共有や議論を行うことが重要であると考える。

委員 ： ダムに余剰水を貯留し、それを一時的に放流するフラッシュ放流については、

渇水などにより夏季に余剰水を貯留することができず令和６年度から実施で

きていない状況が続いている。今年度については、夏季に水を確保した上で実

施したいと考えている。

会長 ： 流域マネジメントの推進にあたっては、対処療法的に個々で対応するのでは

なく、線として関係機関が連携しながら事業を進めていくことが重要と感じて

いる。副会長に伺いたいが、真名川や清滝川において、河道条件から難しい面

もあると思われるが、ワンドのような構造を設置することは可能か。

副会長 ： これまで、高水位時に冠水する区域に副流路のような形状を設け、増水時に

は水が流入して河床が攪乱することを期待した取組を実施したことがある。ワ
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ンドの設置は河道条件から難しいと考えられるが、増水時に副流路的な流れを

再現することは河川環境の向上に資する一つの手法である。

３）各団体の取組み：国土交通省九頭竜川ダム統合管理事務所

【国土交通省九頭竜ダム統合管理事務所から資料６により説明後、質疑応答】

副会長 ： 今年の春は残雪が多かったと思うが、融雪出水はどのくらいあったか。

委員 ： 全国的には降雪量は多かったが、真名川流域および九頭竜川ダム流域ではそ

れほど多くなく、今年は融雪出水に伴う放流は発生していない。要因としては、

雪解け水が一時的に集中せず、徐々に流出したことが考えられる。

副会長 ： 夏季の渇水の影響により、ダム水位が低かったことも要因の一つと考えられ

るか。

委員 ： 夏から秋にかけて渇水傾向が続いており、加えて大きな出水もなかったため、

有効な貯水を確保できなかったことも一因である。

副会長 ： ダム水位が低かったことにより、融雪出水がダム内で貯留され、結果として

下流への放流に至らなかったものと理解した。

会長 ： 啓発事業に関する報告が多く、重要な取組であると感じた。参加者の声につ

いて、アンケート等により把握しているのか。

委員 ： ７月に実施した「森と水に親しむ旬間」において、来場者に対しアンケート

を実施した。結果については資料の３～４ページに記載してあるので参照して

いただきたい。

５．その他

会長 ： コクチバスについて情報提供をさせていただく。長良川においてはコクチバ

スの完全駆除宣言がなされている。これは大規模なダムが存在せず、繁殖の温

床となるような淡水域が無かったことや、環境 DNA調査等を含めた継続的な
調査の結果、生息が確認されなかったことによるものであり、数年かけて完全

駆除に至った。一方、揖斐川および木曽川については、完全駆除が困難である

ことから、低密度管理を行う方針とされている。参考として情報共有させてい

ただく。

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ ： 今回、初めて大野市を訪問することができ、昨日、イトヨの里を訪問した際、

多くの子供たちが来館している様子を見て、市民の関心の高さを実感した。ま

た、その環境を関係者が一体となって守っていることを本協議会への参加を通

じて改めて認識した。今後も一員として引き続き協力していきたい。

６．閉 会（副会長あいさつ）
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副会長 ： 「流域総合水管理」については、今後極めて重要なキーワードになると考え

ている。治水・利水・環境は三位一体の関係にあり、それぞれが相互に関係し

ながら成り立っている。流域総合水管理で重要な考え方は、「利益相反を最小

化し、相乗効果を最大化する」ことである。

例えば、ダムの運用については、事前放流により治水安全度を高めることは

重要である一方、水資源を無駄に放流することにならないよう適切に運用して

いく必要がある。また、真名川で実施されてきた弾力的管理のように、通常は

洪水対応のために確保している空容量に一時的に水を貯留し、それを環境改善

のためのフラッシュ放流に活用するなど、複合的な目的を統合した運用も進め

られている。

こうした取組は、国が示す流域総合水管理の先進的事例であり、当地域にお

いては既に一定の実績があるといえる。今後はこれをさらに発展させていくこ

とが期待される。

加えて、本日議論にもあった地下水の涵養については、表流水だけでなく地

下水まで含めた総合的な水管理という点で非常に重要であり、本地域の大きな

特徴でもある。これは多面的な水循環施策の推進に繋がるものと考える。

海外の事例を紹介させていただくと、先週アメリカ・カリフォルニア州を訪

問したが、当地では流水型ダムが整備されており、通常は空容量を確保してい

る。一方で洪水時に貯留した水については、下流の地域において地下水涵養に

活用されており、ダムの放流も気象予測を踏まえながら、涵養効果を考慮して

段階的に行われている。

このように、上流と下流が連携して水資源を管理している点は、日本の取組

とも共通している。本地域においても、ダムと下流域の地下水涵養の連携をさ

らに強化することで、より高度な水管理が可能になると考えている。

今後、大野市、奥越土木事務所、九頭竜川ダム統合管理事務所が三位一体と

なって取組を進めていくことが重要であり、引き続き議論を深めていく必要が

ある。


